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「第３３回全国高等学校ロボット競技大会 福島大会」 

「未来を拓け！開拓者たちよ。 ～ 福島のうまい
・ ・ ・

もの
・ ・

をロボット技術で世界へ発信 ～」 

実 施 規 則【確定版】 
１ 競技内容 

（ １ ） イメ ージ 

福島県は， 南北に連なる阿武隈高地と 奥羽山脈を境に東から 浜通り ， 中通り ， 会津の３ 地域に

分けら れ， 異なる気候風土のもと ， それぞれ魅力的な発展をし てきた。  

浜通り は， 太平洋側沿岸にあって， 約 160km の比較的出入り の少ない海岸線に沿った低地帯

で海産物は「 常磐も の」 と し てブランド 化さ れている。  

中通り は，県の中心地域であり ，阿武隈川が南から北へと 流れ，水田や果樹園が広がり ，特に，

桃， 梨， り んご， ぶどう など「 フルーツ王国ふく し ま」 と し て全国的に知られている。  

会津は， 本県のシンボル磐梯山， 国内第４ 位の面積を誇る猪苗代湖， 檜原湖や五色沼湖沼群を

抱く 裏磐梯高原，高層湿原の尾瀬など，日本を代表する大自然が広がり ，「 会津米」の産地である。  

これら３ 地域の特産物を収穫し ， 浜通り では「 常磐もの」 の干物づく り ， 中通り と 会津では名

城「 鶴ヶ 城」（ 会津若松城） へ果物を献上し たり ， 幸運を運ぶと さ れる郷土玩具「 赤べこ 」 を完成

さ せたり する競技である。  

（ ２ ） 競技概要 

競技時間は３ 分間と する。 競技は， リ モコン型ロボッ ト が， 中通り ゾーンの白河の関エリ アか

らスタ ート し ， 会津ゾーンの名産品「 会津米」 に見立てた塩ビ管を水田エリ アから引き抜き， ラ

イスセンタ ーエリ アに収納するか，赤色コ ンテナに収め「 赤べこ 」 を完成さ せるかを行う 。また，

中通り ゾーンの梨・ ぶどう ・ 白桃に見立てたボールを取り ， 鶴ヶ 城エリ アに運び， 既定の場所に

配置する。 さ らに， 磐梯山に見立てたスコッ チコーンに「 制覇の旗」 を立てる。  

自立型ロボッ ト は，浜通り ゾーンの勿来の関エリ アからスタ ート し ，「 常磐もの」 の海産物と し

て， カレイ・ メ ヒ カリ ・ ホッ キ貝に見立てたペッ ト ボト ルを捕り ， 干物エリ アの網棚に収める。 

これらの課題を解決すること で， 得点を競う ものである。  

（ ３ ） チーム構成 

参加するチームは， 生徒５ 名以内の登録選手及び引率教員， 並びに生徒が製作し たリ モコン型

ロボッ ト １ 台と 自立型ロボッ ト １ 台の計２ 台のロボッ ト で構成さ れる。 ロボッ ト は， リ モコン型

ロボッ ト のみでも参加できるものと する。  

２ ロボットの規格及び製作規定 

（ １ ） 製作するロボッ ト  

リ モコン型ロボッ ト １ 台と 自立型ロボッ ト １ 台の計２ 台のロボッ ト と する。  

ただし ， リ モコン型ロボッ ト のみでの競技への参加は認めるが， 自立型ロボッ ト のみでの参加

は認めない。  

（ ２ ） サイズ及び重量 

ア リ モコン型ロボッ ト  

ａ  外寸： 幅 500mm×奥行 500mm×高さ  600 mm 以内 

  ※ 外寸はスタ ート 時の形状による寸法と し ， スタ ート 後の展開は自由と する。  
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総務省電波利用技適マークとは？ 

 無線通信機器において，技術基準適合証明と技術基準適合認定のいず

れか，あるいは両者の認証がなされていることを表示するマークで，総務

省令によって定められたものである。      

  ※ コント ロールボッ クス， コード ， 配線支持棒はサイズに含まない。  

ｂ  重量： 制限なし 。 ただし ， 重量と はロボッ ト 本体， コント ロールボッ クス， 配線コ ード ， バ

ッ テリ ー等のロボッ ト 構成部品の合計重量を示す。  

ｃ  制覇の旗（ アイテム⑩） は競技準備開始の放送後にロボッ ト 内に設置する。  

ｄ  緊急停止用スイッ チをつけること 。  

イ  自立型ロボッ ト  

ａ  外寸： 幅 300mm×奥行 300mm×高さ  300mm 以内 

  ※ 外寸はスタ ート 時の形状による寸法と し ， スタ ート 後の展開は自由と する。  

ｂ  重量： 制限なし 。 ただし ， 重量と はロボッ ト 本体， バッ テリ ー等のロボッ ト 構成部品を含ん

だ合計重量を示す。  

ｃ  緊急停止用スイッ チをつけること 。  

（ ３ ） 動力源 

ア ロボッ ト の動力源は， すべてロボッ ト 本体に内蔵する。 コント ロールボッ クス内に電源を配置

する場合， その用途がコント ロールボッ クスと ロボッ ト 間の通信制御のためであり ， ロボッ ト の

動力源に当たらない場合は， この限り ではない。  

イ 動力源は， あらかじ めエネルギーを蓄えたバッ テリ ー・ バネ・ ゴム・ 空気圧等と する。 燃焼を

伴う 火薬・ 内燃機関・ 異臭や人体に悪影響があるガス， 油圧等の使用は禁止する。  

ウ エアー注入等危険を伴う 作業をする場合は， 安全メ ガネ（ 保護メ ガネまたはゴーグル） を着用

するこ と 。  

（ ４ ） 制御方法・ 機構 

ア コント ロールボッ クスは１ 個と する。  

イ 有線でリ モコン型ロボッ ト を制御する場合は， ロボッ ト 本体と コ ント ロールボッ ク スを配線コ

ード のみで接続する。 ただし ， 配線コード の取り 回し を行う ための配線支持棒は使用し ても良い

ものと する。  

ウ 無線でリ モコン型ロボッ ト を制御する場合は， 使用周波数が 2.4GHz で， 富士ソフ ト 新ラジコ

ンシステム， 双葉電子工業（ FUTABA）， 三和電子機械（ SANWA）， 近藤化学（ KOPROPO），

日本遠隔制御（ JR） の各社無線機， 5Company（ VEX ロボティ クス VEX V5）， 及び PS2 無線

コント ローラー（ Arduino 用 PS2 シールド ） 並びに Bluetooth， ZigBee 及び Wi-Fi 規格の電波

法に基づいたものを使用し ， 総務省電波利用技適マークが確認できるものを使用すること 。 それ

以外の無線機， 技適マークが確認できないものを使用し た場合は失格と する。（ PS3・ PS4・ PS5
のコント ローラーについても有線・ 無線と もに使用を可と する。）  

 

 

 

 

 

 

エ 有線と 無線のコ ント ロールボッ クスの混在は認めない。  

オ 無線機の競技中のト ラブルについては， 競技者が対応するこ と 。 主催者は一切対応し ない。  

カ 競技開始後のロボッ ト の展開， 変形は自由と する。  

キ ロボッ ト の分離は一切認めない。  

ク 他チームに影響を及ぼすよう な機構を搭載し ないこと 。  

（ ５ ） その他 

ア ロボッ ト は生徒が製作し たものに限る。 生徒は， 製作し たロボッ ト の機構・ 仕様・ 加工技術・

制御方法・ プログラム等について理解し ていること 。  
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イ 競技コースやアイテムに接触する部分に， 粘着性のある部材を使用すること は禁止する。  

ウ 競技コース， 会場， 各アイテム等を損傷， 汚濁さ せる部品等の使用は禁止する。 特に， タ イヤ

等に滑り 止め剤を塗布し たり ， シリ コン剤， コ ーキング剤などのコ ース上に油膜を形成する素材

を使用し たり ， 床表面の状態を変化さ せるよう なタ イヤ痕を残す素材等を使用するこ と を禁止す

る。  

エ 前出（ イ・ ウ） の制約に触れない素材（ 布製の面ファ スナー， 磁石， 圧力差による吸引など）

を利用し た機構の使用は認める。  

オ レーザー等， 人体に悪影響を及ぼす恐れのある装置や発光を伴う 照準装置の使用は禁止する。  

カ バッ テリ ー液などを漏らす等， 競技の進行に支障をきたすこ と がないよう なロボッ ト の構造に

するこ と 。  

３ 競技コートの仕様（別紙 競技コート図面 参照） 

（ １ ） 各ゾーン・ 各エリ ア（ 別紙 競技コート 図面 競技コート平面図 ７ページを参照）  

競技コ ート は次のア～ウの各ゾーンで構成さ れ， 各ゾーン内には各エリ アが設けら れている。 

空間に関する記述がないゾーン及びエリ アについて， 当該ゾーン及びエリ ア上空は， そのゾー

ン及びエリ アに属さ ないものと し ， ロボッ ト や競技者が侵入し てもよい。 ただし ， 各ゾーン及び

エリ アを構成するための床面以外の部分， 例えば， 各エリ ア端の側面の部材にロボッ ト は触れて

も良いが， 乗り 上げたり ， 意図的に荷重をかけたり し てはならない。  

ア 浜通り ゾーン（ 別紙 競技コート 図面 浜通りゾーン ８～９ページを参照）  

コート 床面と 同じ 高さ の水平な床面と する。  

自立型ロボッ ト のスタ ート 位置である勿来の関エリ ア， カレイ（ アイテム①）， メ ヒ カリ（ ア

イテム②）， ホッ キ貝（ アイテム③） を配置するための海岸エリ ア， 捕獲し たカレイ（ アイテム

①）， メ ヒ カリ （ アイテム②）， ホッ キ貝（ アイテム③） を収める網棚を設置し た阿武隈高地エ

リ ア及び干物エリ ア， 自立型ロボッ ト のゴール位置である相馬エリ アが設けられている。  

相馬エリ アは 50mm 幅の黒色ビニルテープで分割し ， 海岸エリ アは SPF 材１ ×２ （ 高さ

19mm） で分割する。 また， 干物エリ アの網棚の中心と 中通り ゾーン壁面より 250mm の位置

に 50mm 幅の黒色ビニルテープを貼る。網棚の取り 付けは，床面より 高さ 100mm，150mm，

200mm の位置に１ か所ずつ設置する。  

イ 中通り ゾーン（ 別紙 競技コート 図面 中通りゾーン １０～１２ページを参照）  

コート 床面より 高さ 101mm の水平な床面と する。  

リ モコン型ロボッ ト のスタ ート 位置である白河の関エリ ア，梨（ アイテム④）， ぶどう（ アイ

テム⑤）， 白桃（ アイテム⑥） をそれぞれ配置するための梨果樹園・ ぶどう 果樹園・ 桃果樹園の

３ か所のフルーツエリ アが設けられている。  

ウ 会津ゾーン（ 別紙 競技コート 図面 会津ゾーン １３～２１ページを参照）  

コート 床面より 高さ 101mm の水平な床面と する。  

喜多方エリ ア①には会津米（ アイテム⑦） を配置する水田エリ ア， 喜多方エリ ア②には奥羽

山脈峠エリ ア①及び制覇の旗（ アイテム⑩） を立てるためのスコッ チコ ーンを設置し た磐梯山

エリ ア， 南会津エリ ア①には水田エリ アの会津米（ アイテム⑦） を収め，「 赤べこ」 を完成さ せ

るための赤色コンテナを設置し た赤べこエリ ア， 南会津エリ ア②には奥羽山脈峠エリ ア②， ラ

イスセンタ ーエリ アには水田エリ アから収穫し た会津米（ アイテム⑦） を収納するための木枠，

鶴ヶ 城エリ アには中通り ゾーンのフルーツエリ アから収穫し た梨（ アイテム④），ぶどう（ アイ

テム⑤），白桃（ アイテム⑥） を配置するための穴を開けた台や木枠を設置し た台が設けられて

いる。  

なお， 猪苗代湖エリ アはコート 床面と 同じ 高さ で， 水平な床面と する。 猪苗代湖エリ アの床

面の色は， 水色と する。  
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（ ２ ） 各ゾーン・ 各エリ アの材質 

ア 操縦・ 操作エリ ア及び補助者移動可能エリ アの材質 

（ 別紙 競技コ ート 図面 ３ページを参照）  

○ 吸ホル養生ボード （ 大建工業（ 株））  寸法 910mm×1820mm×6mm １ ８ 枚使用 

※ ズレを防止するため， 幅 50mm の養生テープ（ 緑色， メ ーカー指定なし ） でつなぎ目を

固定する。  

○ リ モコ ン型ロボッ ト 操縦者の操縦エリ ア及び自立型ロボッ ト 操作者の操作エリ アの境界に

は， ３ Ｍスコッ チビニルテープ（ 赤） 50mm 幅を貼る。  
（ 別紙 競技コ ート 図面 ６ページを参照）  

イ 床面・ 底面コート 基本素材（ 別紙 競技コ ート 図面 ４～６ページを参照）  

○ コンパネ材（ Ｊ Ａ Ｓ 規格合板） 寸法 900mm×1800mm×12mm ６ 枚 

○ 塗装コンパネ材イエロー（ Ｊ Ａ Ｓ 規格合板） 寸法 900mm×1800mm×12mm ２ 枚 

※ Ｊ Ａ Ｓ 規格合板については，製造地域や製造時期によって寸法・ 質感・ 光の反射率等が異

なる場合があるものと する。  

○ SPF 材２ ×４（ 38ｍｍ×89ｍｍ） 床面フレームの格子状成型に使用する。競技コ ート の壁面

と し て各所に使用する。  

ウ 浜通り ゾーン 

 ａ  勿来の関エリ ア（ 別紙 競技コート 図面 ８ページを参照）  

自立型ロボッ ト のスタ ート 位置である勿来の関エリ アには，３ Ｍスコ ッ チビニルテープ（ 黒）

50mm 幅を外寸 300mm になるよう に貼る。  
 ｂ  海岸エリ ア（ 別紙 競技コート 図面 ８ページを参照）  

SPF 材１ ×２（ 19mm×38mm） を使用し ，カレイ（ アイテム①），メ ヒ カリ（ アイテム②），

ホッ キ貝（ アイテム③） を配置する幅 80mm の海岸エリ アを分割する。  

 ｃ  阿武隈高地エリ ア（ 別紙 競技コート 図面 ８～９ページを参照）  

コンパネ材（ JAS 規格合板） 寸法 250mm×600mm×12mm 1 枚，  
コンパネ材（ JAS 規格合板） 寸法 300mm×600mm×12mm 1 枚，  
コンパネ材（ JAS 規格合板） 寸法 350mm×600mm×12mm 1 枚を使用する。  
中通り ゾーン壁面に SPF 材２ ×２ （ 38mm×38mm） を使用し 固定する。  

 ｄ  干物エリ ア（ 別紙 競技コート 図面 ８～９ページを参照）  

３ Ｍスコッ チビニルテープ（ 黒） 50mm 幅を貼り 分割する。網棚（ インテリ アメ ッ シュ SK-
101）の中心と 中通り ゾーン壁面より 250mmの位置に３ Ｍスコッ チビニルテープ（ 黒）50mm
幅を貼る。 網棚の固定用アルミ 管（ 12mm×12mm） は， 阿武隈高地エリ アの浜通り ゾーン

床面より 高さ 100mm， 150mm， 200mm の位置に１ か所ずつ設置する。  
 ｅ  相馬エリ ア（ 別紙 競技コート 図面 ８ページを参照）  

自立型ロボッ ト のゴール位置である相馬エリ アには， ３ Ｍスコ ッ チビニルテープ（ 黒）

50mm 幅を貼り 分割する。  

エ 中通り ゾーン 

 ａ  県北エリ ア（ 別紙 競技コ ート 図面 １０ページを参照）  

SPF 材２ ×４ （ 38mm×89mm） を使用し ， 枠組みを構成する。  
天板はコンパネ材（ JAS 規格合板） 寸法 900mm×1800mm×12mm 1 枚を使用する。 

 ｂ  県南エリ ア（ 別紙 競技コート 図面 １１ページを参照）  

SPF 材２ ×４ （ 38mm×89mm） を使用し ， 枠組みを構成する。  
天板はコンパネ材（ JAS 規格合板） 寸法 900mm×1800mm×12mm 1 枚を使用する。 
リ モコ ン型ロボッ ト のスタ ート 位置である白河の関エリ アには， ３ Ｍスコ ッ チビニルテー

プ（ 黒） 50mm 幅を外寸 500mm になるよう に貼る。  
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 ｃ  フルーツエリ ア（ 各果樹園共通）（ 別紙 競技コート 図面 １２ページを参照）  

底板はコンパネ材（ JAS 規格合板） 寸法 200mm×750mm×12mm 1 枚を使用する。  

SPF 材１ ×２ （ 19mm×38mm） を使用し ， 枠組みを構成する。  
枠組みの内側に人工芝（ TRUSCO TTF-936） 寸法 124mm×574mm 1 枚を使用し ， 裏

面を底板に両面テープ（ メ ーカー指定なし ） で固定する。  
フルーツエリ アは， 枠組みの外側底板部分を中通り ゾーンの天板に木ねじ で固定する。  

オ 会津ゾーン 

 ａ  喜多方エリ ア①（ 別紙 競技コート 図面 １３ページを参照）  

SPF 材２ ×４ （ 38mm×89mm） を使用し ， 枠組みを構成する。  
天板はコンパネ材（ JAS 規格合板） 寸法 900mm×1350mm×12mm 1 枚を使用する。 
水田エリ ア畔には， SPF 材２ ×２ （ 38×38mm） 長さ 900mm を 1 本使用する。  
水田エリ アには， 会津米（ アイテム⑦） の塩ビ管 VP13（ 外径 18mm） を配置するために

φ20mm の穴を１ ５ か所開ける。  

 ｂ  喜多方エリ ア②（ 別紙 競技コート 図面 １４ページを参照）  

SPF 材２ ×４ （ 38mm×89mm） を使用し ， 枠組みを構成する。  
天板はコンパネ材（ JAS 規格合板） 寸法 900mm×1350mm×12mm 1 枚を使用する。 
磐梯山エリ アには， ３ Ｍスコッ チビニルテープ（ 赤） 50mm 幅を外寸 300mm になるよう

に貼る。  
奥羽山脈峠エリ ア①には， SPF 材２ ×４ （ 38mm×89mm） 長さ 750mm と 長さ 450mm 

を 1 本ずつ使用する。  
 ｃ  南会津エリ ア①（ 別紙 競技コート 図面 １５ページを参照）  

SPF 材２ ×４ （ 38mm×89mm） を使用し ， 枠組みを構成する。  
天板はコンパネ材（ JAS 規格合板） 寸法 900mm×1350mm×12mm 1 枚を使用する。 
赤べこ エリ アには， VN 型コ ンテナを設置するために，  

シナべニア 寸法 188mm×700mm×3mm １ 枚を使用し ， 壁面に固定する。  

 ｄ  南会津エリ ア②（ 別紙 競技コート 図面 １６ページを参照）  

SPF 材２ ×４ （ 38mm×89mm） を使用し ， 枠組みを構成する。  
天板はコンパネ材（ JAS 規格合板） 寸法 900mm×1350mm×12mm 1 枚を使用する。 
奥羽山脈峠エリ ア②には，SPF 材２ ×４（ 38mm×89mm） 長さ 750mm を２ 本使用する。  

 ｅ  ライスセンタ ーエリ ア（ 別紙 競技コート 図面 １７ページを参照）  

SPF 材２ ×４ （ 38mm×89mm） を使用し ， 枠組みを構成する。  
天板はコンパネ材（ JAS 規格合板） 寸法 900mm×900mm×12mm 1 枚を使用する。  
ライスセンタ ーの枠は， SPF 材２ ×４ （ 38mm×89mm） を使用し ， 枠組みを構成する。  
鶴ヶ 城エリ アを設置するため， SPF 材２ ×２ （ 38mm×38mm） を天板のコンパネ材に固

定し ， 基礎固定枠と する。  
 ｆ  鶴ヶ 城エリ ア①（ 別紙 競技コート 図面 １８ページを参照）  

SPF 材２ ×２ （ 38mm×38mm） を使用し ， 内側フレームを構成する。  
天板はコンパネ材（ JAS 規格合板） 寸法 400mm×500mm×12mm 1 枚を使用する。  
天板には， 梨（ アイテム④） を配置するために φ50mm の穴を５ か所開ける。  

天板を含めた会津ゾーン床面から の高さ は 300mm と する。  

 ｇ  鶴ヶ 城エリ ア②（ 別紙 競技コート 図面 １９ページを参照）  

SPF 材２ ×２ （ 38mm×38mm） を使用し ， 内側フレームを構成する。  
天板はコンパネ材（ JAS 規格合板） 寸法 300mm×500mm×12mm 1 枚を使用する。  
天板には， 白桃（ アイテム⑥） を収納するために SPF 材２ ×２ （ 38mm×38mm） を使用

し ， 内寸 150mm×150mm の枠組みを構成する。  
天板を含めた会津ゾーン床面から の高さ は 450mm と する。  
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 ｈ  鶴ヶ 城エリ ア③（ 別紙 競技コート 図面 ２０ページを参照）  

SPF 材２ ×２ （ 38mm×38mm） を使用し ， 内側フレームを構成する。  
天板はコンパネ材（ JAS 規格合板） 寸法 200mm×500mm×12mm 1 枚を使用する。  
天板には， ぶどう （ アイテム⑤） を配置するために φ20mm の穴を５ か所開ける。  

天板を含めた会津ゾーン床面から の高さ は 250mm と する。  

４ アイテムの設置，仕様等 

〇 アイテム仕様 

アイテム アイテム設置ゾーン 仕様（メーカー・品番） 

アイテム① 

カレイ： ５ 本 

浜通り ゾーン 

海岸エリ ア内の任意の場所に立

てた状態で５ 本配置する。  

浜通り ゾーンの干物エリ アの網

棚に収め，「 常磐もの」 カレイ

の干物を完成さ せる。  

ペッ ト ボト ル 500 ㎖ 
日本コ カ・ コーラ㈱ 

 アクエリ アス 500 ㎖ 
 
※ ラベルなし ， キャッ プ付き

で空のペッ ト ボト ルと する。  

アイテム② 

メ ヒ カリ ： ５ 本 

浜通り ゾーン 

海岸エリ ア内の任意の場所に立

てた状態で５ 本配置する。  

浜通り ゾーンの干物エリ アの網

棚に収め，「 常磐もの」 メ ヒ カ

リ の干物を完成さ せる。  

ペッ ト ボト ル 350 ㎖ 
日本コ カ・ コーラ㈱ 

 コ カ・ コーラ  350 ㎖ 
 
※ ラベルなし ， キャッ プ付き

で空のペッ ト ボト ルと する。  

アイテム③ 

ホッ キ貝： ５ 本 

浜通り ゾーン 

海岸エリ ア内の任意の場所に立

てた状態で５ 本配置する。  

浜通り ゾーンの干物エリ アの網

棚に収め，「 常磐もの」 ホッ キ

貝の干物を完成さ せる。  

ペッ ト ボト ル 280 ㎖ 
日本コ カ・ コーラ㈱ 

 ファ ンタ グレープ 280 ㎖ 
 
※ ラベルなし ， キャッ プ付き

で空のペッ ト ボト ルと する。  

アイテム④ 

梨： ５ 個 

中通り ゾーン 

フルーツエリ ア（ 梨果樹園） の

人工芝の上に５ 個を配置する。

重ねて， 配置はできない。  

会津ゾーンへ運び， 鶴ヶ 城エリ

アの所定の場所に配置する。  

 

ソフト ボール３ 号球 
ナガセケンコー㈱ 
S3C-Y-NEW（ イエロー）  
 
※ロゴマークについては， 不

問と する。 Q＆A３ ８ 参照 

アイテム⑤ 

ぶどう ： ５ 個 

 

 

中通り ゾーン 

フルーツエリ ア（ ぶどう 果樹

園） の人工芝の上に５ 個を配置

する。 重ねて， 配置はできな

い。  

会津ゾーンへ運び， 鶴ヶ 城エリ

アの所定の場所に配置する。  

ゴルフボール 
本間ゴルフ  HONMA D1 
BT2201（ グリ ーン）  
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アイテム⑥ 

白桃： ５ 個 

 

 

 

 

中通り ゾーン 

フルーツエリ ア（ 桃果樹園） の

人工芝の上に５ 個を配置する。

重ねて， 配置はできない。  

会津ゾーンへ運び， 鶴ヶ 城エリ

アの所定の場所に配置する。  

軟式野球ボール 
(公財)全日本軟式野球連盟 公

認球 学童（ 小学生） 用 
重量： 129±1.8g 
直径： 69±0.5mm 
色 ： 白 
ナガセケンコー㈱ 
ケンコ ーボール公認球 J 号 

アイテム⑦ 

会津米： １ ５ 本 

 

 

 

 

 

（ エンド キャ ッ プを含む 
 全長 250mm と する。）  

会津ゾーン 

水田エリ アの１ ５ か所の穴に配

置する。  

会津ゾーンの水田エリ アから引

き抜き， ライスセンタ ーエリ ア

に収納するか， VN 型コンテナ

に収め「 赤べこ 」 を完成さ せ

る。  

塩ビ管 VP13 (JIS K 6742) 

塩ビエンド キャッ プ TSC13 
(JIS K 6743) 
メ ーカー指定なし  

アイテム⑧ 

赤べこ ： ５ 個 

会津ゾーン 

赤べこエリ アの５ か所に設置す

る。  

会津ゾーンの水田エリ アから塩

ビ管を引き抜き， コ ンテナに収

め「 赤べこ」 を完成さ せる。  

VN 型コンテナ 
TRUSCO（トラスコ中山㈱） 
VN-2N-R（レッド） 

アイテム⑨ 

磐梯山： １ 個 

会津ゾーン 

磐梯山エリ ア内に設置する。  

紅葉と 雪をイメ ージし た磐梯山

の頂上に制覇の旗（ アイテム

⑩） を立てる。  

ミニスコッチコーン 
安全興業 
SCY-450（イエロー） 
高さ 450mm 

アイテム⑩ 

制覇の旗： １ 本 

会津ゾーン 

競技準備開始の放送後にロボッ

ト 内に設置する。  

磐梯山エリ アの磐梯山（ アイテ

ム⑨） のミ ニスコッ チコーンに

立てる。「 立てる」 と は， 判定

用目印である赤色ビニルテープ

が完全に見えない状態まで入っ

ているこ と 。  

三角旗（蛍光オレンジ） 
グリーンクロス 
64-6554-13（アズワン品番） 
サイズ 260×300mm 
旗竿 
塩ビ管 VP13 (JIS K 6742) 
長さ 800mm 
（別紙 競技コート図面 

 ２２ページを参照） 

５ 車 検 

（ １ ） 車検は，「 ２  ロボッ ト の規格及び製作規定」 に準じ て検査する。  

（ ２ ） 車検は， 公式練習前及び予選・ 準々決勝・ 準決勝・ 決勝の各試合前に実施する。  
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６ 競技方法 

（ １ ） 競技内容 

ア 競技時間は３ 分間と し ，競技開始の合図（ ブザーの鳴り はじ め） で始まり ，競技終了の合図（ ブ

ザーの鳴り はじ め） で終了する。  

イ 競技者は３ 名以内と し ， 登録選手であれば競技ごと に交代し てもよい。 ただし ， 競技中に競技

者を交代すること は認めない。  

ウ 競技者は， ロボッ ト ， 工具（ 工具箱５ Ｌ 程度を上限と する） を準備し てコート に入場する。  

エ 競技開始９ ０ 秒前（ 競技準備開始） の放送後， 競技者は自コ ート において次のａ ～ｅ の準備を

行う 。 なお， ａ ～ｅ の準備がすべて終えたこ と を審判が確認するまでは， 選手は競技を開始する

こと ができない。 すべての準備が正し く 終えたにも関わらず， 審判が準備完了確認済の合図をし

ない場合， 選手はその理由を審判に直接確認するこ と が望まし い。  

ａ  リ モコン型ロボッ ト を中通り ゾーンの白河の関エリ ア（ スタ ート 位置） の枠内に入るよう に

置き， 制覇の旗（ アイテム⑩） をロボッ ト 内に設置し ， コント ロールボッ クスを操縦エリ ア内

の床面に置く 。リ モコン型ロボッ ト の置く 方向は競技者の判断により ，自由に設置し てもよい。

制覇の旗（ アイテム⑩） は，競技コート 床面に接触すること は認めないが，白河の関エリ ア（ ス

タ ート 位置） の枠外上空に出るこ と は認める。 ただし ， リ モコン型ロボッ ト が競技開始の合図

の前に展開すること は一切認めない。  

ｂ  自立型ロボッ ト を浜通り ゾーンの勿来の関エリ ア（ スタ ート 位置） の枠内に入るよう に置く 。

自立型ロボッ ト の置く 方向は競技者の判断により ， 自由に設置し てもよい。 ただし ， 競技開始

の合図の前にロボッ ト を展開すること は一切認めない。 また， 競技者は競技開始の合図の前に

自立型ロボッ ト の起動スイッ チを入れ， 自立プログラムの動作が可能な状態と する。 競技開始

の合図の後の操作は認めない。  

ｃ  浜通り ゾーンの海岸エリ ア内に， カレイ（ アイテム①）， メ ヒ カリ （ アイテム②）， ホッ キ貝

（ アイテム③） の計１ ５ 本を立てた状態（ キャッ プを上側と する） で配置する。 海岸エリ ア内

であれば， アイテムの順番や位置は， 競技者の判断により 自由に配置し てもよい。 ただし ， 同

種のアイテムを連続し て配置すること は一切認めない。  

ｄ  会津ゾーンの水田エリ アには， 競技準備前に競技コ ート 係役員により 会津米（ アイテム⑦）  

１ ５ 本を配置する。競技者は，競技準備の間に確認すると と もに，塩ビエンド キャッ プ（ TSC13）

側を上に向けた状態であれば斜めに配置し てもよい。 ただし ， 底面が浮いている状態で配置す

ること は一切認めない。  

ｅ  その他のアイテムについては，競技準備前に，競技コート 係役員により 配置する。競技者は，

競技準備の間に確認すると と もに， 梨（ アイテム④）， ぶどう （ アイテム⑤）， 白桃（ アイテム

⑥）については，各エリ アの人工芝の上であれば，並べ方やその向きを変更すること ができる。

ただし ， 重ねて配置すること は一切認めない。  

ｆ  各アイテムについて， 疑義がある場合には， 審判に直接確認すること が望まし い。 試合後の

異議申し 立ては一切認めない。  

オ 競技開始 

ａ  リ モコン型ロボッ ト 操縦者は， 競技開始の合図の後に， 操縦エリ ア内の床面に置かれたコン

ト ロールボッ クスを取り ， 操縦を開始できる。 競技開始後に操縦者が移動できる範囲は， リ モ

コン型ロボッ ト 操縦エリ ア内のみと する。ただし ，「 リ スタ ート 」 または「 リ ト ライ」 を宣言し ，

認められた場合はこの限り ではない。  

ｂ  自立型ロボッ ト は， 競技開始の合図の後に， 自立プログラムにより 動作が可能である。 競技

者が合図の後に自立型ロボッ ト を操作するこ と は認めない。 ただし ， 競技者が審判に「 リ スタ

ート 」 または「 リ ト ライ」 を宣言し ， 認められた場合はこの限り ではない。  
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ｃ  リ モコン型ロボッ ト は白河の関エリ アから スタ ート し ， 中通り ゾーンのフルーツエリ アから

梨（ アイテム④）， ぶどう （ アイテム⑤）， 白桃（ アイテム⑥） を収穫し ， 梨（ アイテム④） 及

びぶどう （ アイテム⑤） は会津ゾーンの鶴ヶ 城エリ アの所定の穴の位置に配置し ， 白桃（ アイ

テム⑥）は木枠の中に収納すること で得点の対象と なる。また，会津ゾーンの水田エリ アから，

会津米（ アイテム⑦） を収穫し ， 赤べこエリ アで「 赤べこ」 を完成さ せるか， ライスセンタ ー

エリ アに収納すること で得点の対象と なる。 さ らに， 制覇の旗（ アイテム⑩） を磐梯山エリ ア

の頂上に立てること で得点の対象と なる。 ただし ， 制覇の旗（ アイテム⑩） を磐梯山エリ アの

頂上に立てた後， リ モコン型ロボッ ト は得点をするこ と はできない。  

ｄ  自立型ロボッ ト は勿来の関エリ アからスタ ート し ，海岸エリ ア内のカレイ（ アイテム①），メ

ヒ カリ（ アイテム②）， ホッ キ貝（ アイテム③） を捕り ， 干物エリ アの網棚に収めること で得点

の対象と なる。 また， 相馬エリ アに到達すれば得点の対象と なる。 ただし ， 競技終了の合図の

時に自立型ロボッ ト の浜通り ゾーンの床面と 接する部分のすべてが相馬エリ ア内にある状態

と する。  

ｅ  リ モコン型ロボッ ト 及び自立型ロボッ ト がすべてのアイテムを所定の位置に配置・ 収納し ，

完成し た状態であり ， 自立型ロボッ ト が相馬エリ アに到達し ている状態であれば， V ゴール達

成と なる。 ただし ， 会津米（ アイテム⑦） は， 赤べこ エリ アの各 VN 型コ ンテナに１ 本ずつ収

められ，ライスセンタ ーエリ アに１ ０ 本収納さ れている状態でなければ V ゴール達成は認めら

れない。  

V ゴール達成は競技者が宣言し ， 審判が認めれば成立する。 審判は， 競技開始から V ゴール

達成までの時間を計測する。  

※ フルーツエリ アから各アイテムを収穫する際に， フルーツエリ アにロボッ ト を乗り 上げるこ

と は認めない。 ロボッ ト の一部が， 底板・ 人工芝・ 枠組みフ レームに接触するこ と は認める。 

※ リ モコン型ロボッ ト 及び自立型ロボッ ト が， 一度保持し たアイテムを移動中などに他のエリ

アに落と し た場合， 再回収するこ と は認めない。  

※ リ モコン型ロボッ ト が各アイテムを配置・ 収納する際に， 鶴ヶ 城エリ ア， ライスセンタ ーエ

リ アにロボッ ト を乗り 上げること は認めない。 ロボッ ト の一部が， 天板及び側面に接触するこ

と は認める。  

※ リ モコン型ロボッ ト は制覇の旗をロボッ ト 内に設置さ れている状態でなければ， 各アイテム

をロボッ ト に取り 込んだり ， 各エリ アに配置・ 収納し たり すること （ 得点すること ） は認めな

い。  

※ リ モコ ン型ロボッ ト が移動中などに制覇の旗を落下または競技コ ート 床面に接触さ せてし

まった場合は， 競技者の判断により ， 審判にリ スタ ート またはリ モコン型ロボッ ト の「 リ ト ラ

イ」， もし く は「 競技終了」 を宣言すること ができる。  

※ 制覇の旗を磐梯山エリ アの頂上に立てると は， 磐梯山( アイテム⑨)の頂上部を水平方向から

見たと きに， 制覇の旗の旗竿に貼られている判定用目印である赤色ビニルテープが完全に見え

ない状態まで入っていること と する。  

※ 赤べこエリ アの各 VN 型コンテナに複数本の塩ビ管を入れた場合は，「 赤べこ」 完成の得点

は認められない。 また， 塩ビ管はエンド キャッ プ側を上側に向け， 内側に向けるこ と と する。 

 

 

 

 

 

 

 
「 赤べこ」 完成！ 

得点が認められる状態 得点が認められない状態の例 
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カ 競技終了の宣言について 

競技者は競技が終わったと 判断し た場合， もし く は競技続行が不可能と 判断し た場合に審判

に「 競技終了」 を宣言すること で競技を終わらせること ができる。「 競技終了」 の宣言が審判に

認められると ， 競技者はコート に侵入する行為， ロボッ ト に触れる行為， 電源操作する行為が

認められる。  

「 競技終了」 の宣言が認められずコート に侵入する， もし く はロボッ ト に触れる行為があっ

た場合はリ スタ ート と なる。  

７ 注意事項 

（ １ ） 競技中の注意事項 

ア 技術者倫理及びプロフェ ッ ショ ナルシッ プの醸成などの観点からルールを解釈し ， 競技を行う

こと 。  

イ アイテム回収及び設置・ 収納する行為， その他について操縦者は指定さ れた行為以外， 行って

はなら ない。  

ウ 自立型ロボッ ト は自立駆動と し ， 無線による操作は一切認めない。 また， 自立プログラム動作

スイッ チ操作時やその他の不正操作が発覚し た場合は失格と する。  

エ リ モコン型ロボッ ト が奥羽山脈峠エリ ア①及び奥羽山脈峠エリ ア②を行き来する場合， リ モコ

ン型ロボッ ト は SPF 材２ ×４ （ 38mm×89mm） を乗り 越えて移動し てはならない。  

オ リ モコン型ロボッ ト は水田エリ ア畔の SPF 材２ ×２ （ 38mm×38mm） に走行系機構を乗り 上

げること や乗り 越えて水田エリ アに侵入し てはならない。 ただし ， ロボッ ト 機構の一部が水田エ

リ ア畔や水田エリ ア床面に接触すること は認める。  

カ リ モコン型ロボッ ト が鶴ヶ 城エリ ア， ライスセンタ ーエリ ア， 猪苗代湖エリ アに侵入， もし く

は乗り 越えて移動し てはならない。 ただし ， ロボッ ト 機構の一部が各エリ アに接触すること は認

める。  

（ ２ ） リ スタ ート について 

「 リ スタ ート 」 の場合，競技者はすべてを初期状態に戻さ なければならない。（ すべてのアイテ

ム・ ロボッ ト の位置を含む） ロボッ ト を競技開始状態に戻し ， 審判の「 始め」 の合図を得て再ス

タ ート する。 なお， それまでの競技で得られた点数もリ セッ ト さ れ， 再度競技開始と なるが， タ

イム計測はリ セッ ト さ れないため， ３ 分間の競技が終了と 同時にロボッ ト を停止さ せなければな

らない。  

ア 競技者の宣言によるリ スタ ート  

競技者は， 自チームのロボッ ト が不具合や制御不能になったと 判断し た場合， 審判に「 リ ス

タ ート 」 を宣言できる。  

イ 審判の宣告によるリ スタ ート  

審判は， 競技中に次のａ ～ｇ の状態が生じ た時， 競技者に「 リ スタ ート 」 を宣告する。  

ａ  ロボッ ト がフライングスタ ート し た場合。  

ｂ  競技中に審判の許可なく ， 競技者がロボッ ト や競技コート ， アイテム類に触れた場合。 ただ

し ，操縦エリ アの鉛直空間内で，競技者が意図し ないと ころで得点対象物と 接触し た場合など，

明らかに得点の増減に影響し ないと 審判が判断し た場合は， リ スタ ート を宣告し ない場合もあ

る。  

ｃ  競技者が， 審判の確認を受けずに， 競技を開始もし く は競技を再開し た場合。  

ｄ  リ モコン型ロボッ ト が， 浜通り ゾーンに侵入し た場合やアイテム①， アイテム②， アイテム

③や自立型ロボッ ト へ接触し た場合。 ただし ， 上空への侵入は， 可能と する。  

ｅ  自立型ロボッ ト が， 中通り ゾーンに侵入し た場合やアイテム①， アイテム②， アイテム③以

外のアイテムへ接触し た場合。 ただし ， 上空への侵入は， 可能と する。  

ｆ  リ モコン型ロボッ ト 及び自立型ロボッ ト が， 競技方法で禁止さ れている行為を行っ た場合。 
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ｇ  審判が， 競技の公平性や競技コ ート の仕様を損なう 状況が生じ たと 判断し た場合。  

※ ロボッ ト が通常の動作をできず， 競技コ ート や各アイテムを著し く 壊す恐れがある場合は，

審判の判断により ロボッ ト を緊急停止し ，競技を終了さ せること ができる。（ バッ テリ ーの発

火， 発煙し た場合や各ロボッ ト が制御不能と なり , 競技コ ート を損傷する恐れがあると 審判

が判断し た場合） ただし ， 各ロボッ ト が脱輪等により ， 走行ができなく なった場合は競技者

の判断による。  

（ ３ ） リ ト ライについて 

リ モコン型ロボッ ト 及び自立型ロボッ ト が競技開始の合図の後に， 不具合や制御不能になった

と 競技者が判断し た場合， 競技者は審判に「 リ ト ライ」 を宣言するこ と ができる。 宣言後は， 宣

言し たロボッ ト 及び各アイテムはすべて競技開始の合図の前の状態に戻し ， 審判の許可を得てか

ら宣言し たロボッ ト のみ「 リ ト ライ」 をする。 ただし ， 宣言し たロボッ ト が得たそれまでの得点

は無効と する。  

なお， 宣言し ていないロボッ ト の競技は続行し たままでよく ， 宣言し ていないロボッ ト が得た

得点は有効と する。  

※ リ モコン型ロボッ ト 及び自立型ロボッ ト の各アイテムがそれぞれの競技ゾーン以外に入ってし

まった場合，「 リ ト ライ」 は認められない。 こ のよう な場合， アイテム回収のため， 審判に「 リ ス

タ ート 」 を宣言すること はできる。  

８ 得 点 

競技終了後， 下表の条件を満たし た場合， その状況に応じ た得点をチームに与える。 その競技におけ

るチームの得点は与えられた点数の合計と する。  

ロボット 条　　　件 個数 ポイント 得点

梨 （アイテム④）
鶴ヶ城エリア①の穴の位置に配置されてい
ること

5 20 100

ぶどう （アイテム⑤）
鶴ヶ城エリア③の穴の位置に配置されてい
ること

5 20 100

白桃 （アイテム⑥）
鶴ヶ城エリア②の天守枠（木枠）の中に収
納されていること

5 20 100

5 20 100
0 20 0
10 10 100
15 10 150

制覇の旗 （アイテム⑩）
磐梯山エリアのスコッチコーンに正しく立
てられていること

1 150 150

カレイ （アイテム①） 5 20 100

メヒカリ （アイテム②） 5 20 100

ホッキ貝 （アイテム③） 5 20 100

自立型ロボットが相馬エリア内にあること 1 50 50

1000合　　　　　計

※１ 「会津米」（アイテム⑦）により赤べこを完成させないで，すべてライスセンターに収納した場合の得点である。
　　　この場合の最大合計得点は,950点となり，Vゴール達成は認められない。

（アイテム⑦）

移動ポイント

アイテム等

干物エリアの網棚に収められていること
注：阿武隈高地エリアのコンパネに接触して

いても得点は認めるが，浜通りゾーンの床面

に接触している場合は得点は認めない。

リモコン型
ロボット

会津米

赤べこエリアのVN型コンテナに正しく収

め,赤べこが完成されていること

ライスセンターエリアの木枠の中に収納さ
れていること

自立型
ロボット

※１

※１
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９ 勝敗の判定基準 

次の順序で勝敗（ 上位） 判定を行う 。  

（ １ ） すべてのアイテムを所定の位置に配置・ 収納し ， 完成し た状態であり ， 自立型ロボッ ト が相馬エ

リ アに到着し ている状態であれば， V ゴール達成と なる。 V ゴール達成の場合， 競技終了までの時

間の短いチームを上位と する。  

（ ２ ） 得点の高いチームを上位と する。  

（ ３ ） 同点の場合， 磐梯山エリ アに制覇の旗を立てたチームを上位と する。  

（ ４ ） 同点かつ制覇の旗が立てられている状態の場合， リ モコ ン型ロボッ ト の重量が軽いチームを上位

と する。 なお， 制覇の旗が立てられていない状態で同点の場合も同様と する。  

（ ５ ）（ １ ） ～（ ４ ） まですべて同じ 場合， 各チームの競技者３ 名によるじ ゃんけんで勝ったチームを上

位と する。  

１０ 失格事項 

以下の事項に該当する場合， 審判の判断により 失格と するこ と がある。  

（ １ ） 集合時刻までに車検に合格できず集合できなかった場合。  

（ ２ ） コース， アイテムを次の競技に影響する損傷・ 汚濁をさ せた場合。  

（ ３ ） 競技中に外部から競技者に指示を行った場合。  

（ ４ ） 競技の公正を害する行為， または言動があった場合。  

（ ５ ） 審判の指示， 注意に従わなかった場合。  

（ ６ ） 競技中に外部と スマート フォン・ 携帯電話・ 無線機・ 情報機器等による通信を行った場合。  

（ ７ ） 競技者が招集時間内に， 集合し なかった場合。  

（ ８ ） 競技場にゼッ ケンを着用し た競技者３ 名以外のチーム関係者が立ち入った場合。  

（ ９ ） 無線機の電波やセンサ等を故意に妨害し た場合。  

（ 10）「 ２  ロボッ ト の規格及び製作規定」 及び「 ６  競技方法」，「 ７  注意事項」 を守らなかった場合。  

１１ 異議申し立て 

審判の判定に対し ， 異議の申し 立てをするこ と はできない。 なお， 得点については， 主審が集計し た

後，主・ 副審判が競技者の代表１ 名に得点の確認を行う ので，競技者の代表１ 名は，得点状況を確認し ，

確認後， 集計表に署名すること 。 署名後は， 一切の異議を申し 立てること はできない。  

１２ その他 

（ １ ） 不測の事態が生じ た場合は， 大会役員が協議し て対処を決定する。  

（ ２ ） 大会中に発生し た怪我・ 事故等については， 主催者は一切責任を負わない。  

（ ３ ） チーム構成員は， 大会が選手の学習活動の場であるこ と を認識し ， 競技の安全性や公平性， 大会

の円滑な運営の確保に努めること を， 行動規範と し て定める。 行動規範に基づく 行動の具体と し て

考えられるものを， 以下に列挙する。  

ア ロボッ ト が発煙等の危険な状態に陥った場合や競技コート の状態を損なう 可能性が生じ た場合

は， 勝敗より も安全を優先し ， 審判による「 リ スタ ート 」 の宣告を待たずに， 事態が発生する前
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に競技者自らが「 リ スタ ート 」 もし く は「 競技終了」 を宣言する。  

イ 怪我や物損防止のため，ロボッ ト を運搬する台車（ 1000mm×1000mm×1000mm 以内） を用

意する。  

※ 自作品の使用も認めるが， 他チームの邪魔になるよう なサイズや， 審判や観覧者が見づらく

なるなどが無いよう に 1000mm×1000mm×1000mm 以内で製作するこ と 。  

ウ 競技コート に持ち込む工具は必要最小限（ 工具箱５ Ｌ 程度を上限と する） に収める。 ロボッ ト

の部品・ 電動工具・ 空気入れ・ コンプレッ サーなどを持ち込むこと はできない。  

エ 劣化し たバッ テリ ーを使用し ない。  

オ ロボッ ト の誤動作を速やかに停止できる緊急停止用スイッ チを搭載する。  

カ 空気圧源のタ ンクにはテープを巻いて破裂時の危険性を避ける。  

（ ４ ） 教育的効果を高める観点から， 主催者及び競技関係者は， ロボッ ト や選手の様子等を記録し 外部

に向けて発信するこ と がある。 また， 他チーム選手が大会終了後における学習活動の参考にするた

めに， 各チームのロボッ ト を撮影すること がある。 参加するチームの構成員は， 先に示し た行動規

範に基づき， これら について承諾し ているものと する。 なお， 他のチームのロボッ ト を撮影する時

は，整備の邪魔にならないこと を確認し てから撮影する等，競技と は直接関係ない場面においても，

常に行動規範に配慮すること 。  

１３ 表 彰 

表彰については， 以下のと おり と する。（暫定表記） 

表 彰 名 授 与 者 賞状 盾 優勝旗 

優 勝 

文部科学大臣賞 

文部科学大臣 〇 〇  

(公社)全国工業高等学校長協会理事長 〇   

第 35 回全国産業教育フェア福島大会実行委員会会長 〇   

第 33 回全国高等学校ロボット競技大会会長   〇 

準 優 勝 
(公社)全国工業高等学校長協会理事長 〇 〇  

第 35 回全国産業教育フェア福島大会実行委員会会長 〇   

第 ３ 位 
(公社)全国工業高等学校長協会理事長 〇 〇  

第 35 回全国産業教育フェア福島大会実行委員会会長 〇   

第 ４ 位 
(公社)全国工業高等学校長協会理事長 〇 〇  

第 35 回全国産業教育フェア福島大会実行委員会会長 〇   

敢 闘 賞 

（4 チーム） 

(公社)全国工業高等学校長協会理事長 

※ 第 5 位・第 6 位に授与 

※ 準決勝進出チームより 2 チーム 

〇   

技術奨励賞 
経済産業大臣 

※ 準決勝進出チームより 1 チーム 
〇 〇  

特 別 賞 
福島県知事 

※ 準決勝進出チームより 1 チーム 
〇 〇  

アイデア賞 

（3 チーム） 

第 33 回全国高等学校ロボット競技大会会長 

※ 準決勝進出チームより 3 チーム 
〇 〇  

  準決勝に進出し た１ ２ チームを表彰の対象と する。  


